ONKYO® 


W A V I 0 A V SYSTEM 


MA-500U 

us 己才ーデイオアンプ 

取扱説明書 


お買い上げいただきまして、ありびとうございます。 
ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただ 
を、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見 S れる所に巧証 
書とともに大切に保管してください。 


本目をあけた5、まず 

主な特長 . 

付属品を確認する . 

才ーディオ機器の正しい使しめ、た 

1」モコンを準備する . 

各部の名称と働さ . 

接続と演奏 

スピーカーを 接続する . 

オーディオ機器を接続する . 

電源を入れる . 

機器を選んで演奏する . 

パソコンを使う 

パソコンを使ラには . 

パソコンを接続する . 

ノ ':ソコンの設定をする 

( Windows ). 

パソコンの設定をする 

( Macintosh ). 

付属の CD - ROM を使ってみる ..... 

その他 

故障かな？と思ったら . 

±が±様 . 

修理に つし、て . 

オン キヨーご 相談窓口- 
修理窓□の ご 案内 . 


2乙3 9 〇 


3 4 6 7 


孤 引 


巧 




W 骗 
























主な特長 


■ パソコンと USB で簡単接続 
■ さまざまなオーディオ機器と接続 
■ 八イクオ U ティ1已 W +1 已 W アンプ 

■飛躍的な音質向上、デジタル信号か S ピュアなアナ□グ信号を生成ずる 「VLSC 
(Vector Linear Shaping Circuitry ) 」搭載 

■ デジタル入出カサンプリング周波数は、32、44.1、48、 96 kHz にが応 
■ リモコンで快適操作 
■ アル S フ□ントパネル 
■ アコースティックプレゼンス回路搭載 

下記のま意事項をお読みいたださ、正しくお使いください。 

• 本書は、マウスやキーボードの使用方法など、 Windows の基本的な操作についてすでにご存知であることを前 
提に書かれています。 

-本製品を運用した結果の影響については一切の責任を負いかねますのでご了承ください。 

. 本書の一部または全部を無断で貸し出し、乾載することは固くお断りします。 

.WAVIO® の名称、□ゴはオンキヨー(株）の登録商標です。 

.VLSC の名称、□ゴはオンキヨー（株）の商標です。 

.CarryOn Music™ の名称および□ゴはオンキヨー株式尝社の登録商標です。 

• Windows の正式名称は Microsoft Windows Operation System です。 

• Microsoft. Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。 

• Intel®、Pentium 遇は、 Intel Cor 阳 rationc6 登録商標です。 

• Mac、Macintosh、MacOS の名称、□ゴは米国 Apple 社の商標または登録商標です。 


付属品を確認する 


ご使用の前に次の付属品びそろっていることをお確かめ<ださい。 （） 内の数字は数量を表してい 
ます。 


- リモコン （ RC-4S 日 S)(1) .USB ケーブル （ 1) 

- 乾電池逆 3 お） (2) 



• 取扱説明書（本書 1) 

• 保証書 （ 1) 

• CD-ROM 

(CarryOn Music ver 2.70 
体験版 for Windows)(1) 


- MA - 己日日 U は、 MS - 已日日との組み合わせで最良の状態になるように設計されております。本体と 
他のスピーカーとの組み含わせでご使用になった場合の故障については、保証できない場合びあ 
りますのでご了承ください。 

-カタ□グおよび包装箱などに表示されている型名の最後のアルファベットは、製品の色を表す記 
号です。色は異なってわ操作で法や仕様は同じです。 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


オーディオ機器を安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください 


給表示について 

I この「取扱説明書」および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あ 
なたや他の人々への危書や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示を 
しています。 

その表示と意味は次のよラになっています。内容をよく理解してか5本艾をお読みくだ 
さい。 


A 驾^とヒこの表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死亡または 
胃1=1重傷を負う可能性び想定される内容を示しています。 


么注意 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び傷書を負ラ 
可能性び想定される内容および物的損害のみの発生び想定され 
る内容を示しています。 


絵表示の例 


A 


A 記号はを意（警告を含む）を促す内容びあることを告げるものです。 
図の中に具体的なミち意内容（左図の場合は感電注意）び描かれています。 


0 ® 記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容（左図の場含は分解禁止）が描かれてい 


€ 

〇 


■記号は行為を強制したり指おする内容を告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な指示内容（左上図の場合は電源プラグをコンセン 
卜か5抜いてください）び描かれています。 
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オーディオ機器の正しい使いかた 



■故障したままの使用はしない- 


電源プラグをコンセント 
からないて<ださい 


♦ 万一、煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のま 
ま使用すると、火災•感電の原因となります。すぐに USB ケーブ 
ルをはずし、本機の電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコン 
セントか5抜いてください。 

煙び出なくなるのを確認して、，服売闻こ修理を依頼してください。 


■絶対にカバーは外さない、改造しない- 


9解禁止 


♦ 本機のカバーは絶対に外さないでください。 

巧部には電圧の高い部分があ0、感電の原因となります。内部の 
点検-整備-修理は販売店に依頼して<ださい。 

♦ 本機を分解、改造しないでください。火災•感電の原因とな0ます。 


■ 100外の電圧で使用しない- 


0 


♦ 本機を使用でさるのは日本国内のみです。 

♦ 表示された電源電圧妓流10日ボルト） L がが)電圧や船舶などの 
直流 ( DC ) 電源には絶巧に接続しないでください。火災•感電の 
原因とな0ます。 


■ 放熱を巧げない- 


0 


♦ 本機の通風孔をふさびないでください。通風孔をふさぐと内部に 
熱びこも0、火災の原因になることびあります。本機には内部の 
温度上昇を防ぐため、ケースの上部や庭部、後部などに通風孔び 
あけてあります。次の点に気を付けてご使用ください。 

• 本機を逆さまや横倒しにして使用しないでください。 

-本機を押し入れや本箱など風通しの悪い狭い所に押し込んで使 
用しないで < ださい。 

-テーブルク□スをかけたり、巧団の上に置いて使用しないでく 
ださい。 

• 本磯を設置する場合は、壁か引日 cmm 上の間隔をおいてくださ 
し、また、放熱をよくするために、他の機器との間は、かし離し 
て置いてください。ラックなどに入れるとさは、機器の天面から 
2 cml ； LL 、 背面か5己 cm 政上のすさまをあけてくださし、。 


■ 水のかかるところに置かない- 



水場での 
使用禁止 


• 風呂場では使用しないでください。火災•感電の原因となります。 


0 m 本機は屋内専用に設計されています。说5さないようにごを意く 

水破れ禁止 ださい。内部に水び入ると、火災•感電の原因とな0ます。 
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オーディオ機器の正しい使いかた 




■ 水の入った容器を置かない- 


0 


♦ 本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの 
入った容器やルさな金属物を置かないでください。中に入った場 
を、火災•感電の原因とな0ます。 


■ 中に物を入れない- 


0 


♦ 本機の通風孔に金属類や燃えやすいちのなどを差し込んだり、落 
とし込んだ0しないでください。火災-感電の原因とな0ます。 
特にお子様のいるご家庭ではごを意ください。 


■ 中に水や異物び入ったら- 


電源プラグをコンセント 
から巧いてください 


♦ 万一、本機の内部に水や異物び入った場合は、ずぐに US 目ケーブ 
ルをはずし、本機の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセン 
卜か5巧いて販売店にご連絡ください。 


■電源コードを傷つけたり、加工しない- 


A 


♦ 電源コードび傷んだ5 (お線の露出、断線など）販売店に交換を 
ご依轿 ド■ザい 

そのまま使用すると火災-感電の原因となります。 


0 


♦ 電源コードの上に重いをのを載せたり、コードび本機の下敷にな 
5ないよラにしてください。コードに傷びついて、乂災•感電の 
原因となります。コードの上を敷物などで覆ラことによ0、それ 
に気付かず、重い物を載せてしまうことびあります。 

♦ 電源コードを傷つけた0、加工したり、無理に巧げたり、ねじっ 
たり、引っ張ったり、加熱したりしないでください。コードび破 
損して火災-感電の原因となります。 


■落としたり、破損した状態で使用しない- 

♦ 万一、誤って本機を落とした場合や、キャビネットを破損した場 
をには、そのまま使用しないでください。火災•感電の原因とな 
ります。 US 巨ケーブル対まずし、電源]—ドを]ンセントか5巧 
さ、必ず販売ちにご相談<ださい。 

から抜いてください 


電源プラグをコンセント 


■ 雷が鳴りだしたら機器に触れない- 



接角を禁止 


♦ 雷び鳴0だしたら、電源プラグには触れないでください。感電の 
原因となります。 


■ 乾電池を充電しない- 


0 


♦ 乾電池は充電しないでください。電池の破裂や液ちれによ0 
火災•けがの原因となります。 


己 




次のよラな場所に置かない 


0 


使用上の注意 


0 


調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気び当たるよラな場所に置か 
ないでください。乂災-感電の原因となることびあ0ます。 

湿気やほこりのをい場所に置かないでください。火災-感電の原 
因となることがあ0ます。 


電源を入れる前には音量（ボリューム）を最少にしてください。 
過大入力でスピーカーを破損したり、突然大さな音び出て聴力障 
害などの原因となることがあ0ます。 

長時間音びひずんだ状態で使わないでください。アンプ、スピー 
力一等び発熱し、乂災の原因となることびあ0ます。 

へッドホンをご使用になる時は、音量を上げすぎないよラにごを 
意ください。耳を刺激するよラな大きな音量で長時間続けて聴く 
と、聴力に悪い影響を与えることびあります。 

本機に乗ったり、ぶ5下びったりしないでくださし、特にお子様 
にはごを意ください。倒れた0、こわれた0して、けがの原因と 
なることびありまず。 

キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁気を利用した製 
品を近づけないでください。 

磁気の影響で製品び使えなくなった0、データび消失することび 
お0ます。 


么ミ主意 

■ 設置上の注意- 


オーディオ機器の正しい使いかた 
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オーディオ機器の正しい使いかた 




■ 接続について- 


A 


♦ 本機を他のオーディオ機器やテレビ等の機器に接続する場合は、 
それぞれの機器の取扱説明書をよく読み、電源スイツチを切り、 
説明に従って接続して<ださい。また接続は指定の コー ドを使用 
してください。指定し:のコードを使用した0 コー ドを延長した 
0すると、発熱し、やけどの原因となることびあります。 


■電源〕ード、電源プラグのミ主意- 


0 


♦ 電源コードを熱器具にお付けないでください。コードの被覆び溶 
けて、火災•感電の原因となることがあります。 

♦ 城れた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。感電の原因 
となることびあります。 

♦ 電源プラグを巧くとさは、電源コードを引っ張5ないで<ださ 
し、。コードび傷つき、火災•感電の原因となることびあります。 
必ず、プラグを持って抜いてください。 

♦ 電源コードを束ねた状態で使用しないでください。発熱し、火災 
の原因となることびあります。 


♦ 旅行などで長期間、本機をご使用にな5ないときは、安全のため 
必ず電源プラグをコンセントか5巧いてください。乂災の原因と 
なることがあ0ます。 

♦ 移動させる場合は、 US 巨ケーブルをはずし、電源スイッチを切 
Si 品:ふミ是名し丫 I り、必ず電源プラグを]ンセントか 5 抜き、機器間の接続]-ド 

など外部の接続コードやスピーカーコードをはずしてか5行って 
<ださい。コードび傷つを、火災•感電の原因となることびあ0 
ます。 

■電池について- 



A 


♦ 電池をリモコンに挿入する場合、極性表示（プラス十とマイナス 
一の向さ）にを意し、表示通0に入れてください。間違えると電 
池の破裂、液ちれによ0、火災、けびや周囲を巧損する原因とな 
ることびあります。 


0 


♦ 指定！;^がの電池は使用しないでください。また、新しい電池とち 
し、電池を混ぜて使用しないでください。電池の破裂、液われによ 
り火災、けびや周囲のミち損の原因となることびあります。 

♦ 電池は、加熱した0、分解したり、火や水の中に入れないでくだ 
さい。電池の破裂、液をれにより、火災、けびの原因となること 
げおります。 


■スピーカーコー ドについて- 


0 


♦ スピーカーコードを傷つけた0、ねじったり、引っ張ったり、 
加熱したりしないでください。火災-感電の原因となることび 
おります。 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


A ミ主意 


■点検-工事について 


€ 

電源プラグをコンセント 
から抜いて<ださい 

A 

〇 


♦ お手入れの隙は、安全のた奴電源プラグをコンセントから巧いて 
巧ってください。感電の原因となることびあります。 


♦ 使巧環境にわよりますび、2年に1回程度の機器内部の掃除をお勧 
めします。もよ0の販売店にご相談くださし、。 

本機の内部にほこ0びたまったまま、長い間掃除をしないと乂災 
や故障の原因となることびあります。特に湿気のを<なる梅雨期 
の前に巧ラと、より効果的です。なお、掃除、点検費用等につい 
ても販売店にご相談ください。 

♦ 電源プラグにほこりびたまると自然発火（トラッキング現象）を 
起こすことび知5れています。年に数回、定期的にプラグのほこ 
りを取り除いて<ださい。梅雨期前び効果的です。 

♦ シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでく 
ださい。塗装びはばたり変形することびあります。 


♦ 表面のミちれは、中性洗剤をうすめた液に布を浸し、固く絞って拭き 
取ったあと、乾いた巧で拭いてください。化学ぞラきんなどをお使 
いになる場含は、それに;蒂付のま意書さなどをお読みください。 


€ 

電源プラグをコンセント 
から抜いて<ださい 

A 

〇 



少音のエチケット 
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リモコンを準備する 


乾電池の入れちと交換のしかた 


① ⑤ 




-電池の極性（©、 0) は表示どおり正しく入れてください。 


⑤ 



-種類の異なる電池や、新しい電池とちい電池を還用しないでください。 

-長期間 U モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐために電池を取0出しておいてくださ 
い。 

-寿命びなくなった電池を入れたままにしておくと腐食によ 0U モコンをいためることびありま 
す。リモコン操作の反応び悪くなったとさは、ただちにちい電池を取り出して2本とち新しい電池 
と交換してください。 

-使用頻度にわよりますび、付属のマンガン電池の寿命は約6ヶ月です。電池の交換時には、単3型 
をご使用 < ださい。 



-リモコン受光部に日光やインバーター堂光灯などの強い光を直接当てると正しく動作しないこと 
びあ0ます。 

-ホか線を使った機器の近くで使用した0、他のI」モコンを併巧すると誤動作の原因となります。 

-リモコンの上に本など、ちのを置かないでください。ボタンび押し続け5れた状態になり、電池 
び消耗してしまうことびあります。 

-リモコンと U モコン受光部の間に障害物びあると操作できません。 
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各 p |5 の名称と働さ 


[] 内の数字は、参照ページをおしていまず。 


〔 MA - 日00 U 前面パネル 


① STANDBY/ON (スタンバイ/電源オン） 
ボタン [16] 

電源のスタンバイ/オンを切 D 換えまず。 

(2) STANDBY (スタンバイ）インジケーター 
[16] 

スタンバイ巧態のとさ点なしまず。 

③ U モコン受光部间 

@入カインジケーター [17] 

選択されている入カソースに応じてインジ 
ケーターび点なします。 

(5) ACOUSTIC PRESENCE (アコースティッ 
クプレゼンス）ポタン [19] 

アコースティックプレゼンス（オン/オフ） 
を切り換えます。 

® INPUT (入力切り換え）ボタン [17] 

入カ ソースを 選びます。 

⑦ MUTE/ACOUSTIC PRESENCE (ミュー 
卜/アコーステ ィッ クプレゼンス）インジ 
ケーター [18 、 19] 

5ユーティング（消音）時は点滅します。ま 
に、アコースティックプレゼンスびオンの時 
は緑色に変わりまず。 

(8) VOLUME (音量調整）ツマミ [17] 

音量を調整します。 

⑨ TREBLE (高音調整）ツマミ [19] 

高音の強弱を調整します。 

⑩ PHONES (ヘッドホン）端モ[1日、 18] 

S ニプラグのステレオへッドホンを接続しま 
す。 

⑩ ANALOG IN 2 (アナ□グ入力 2) 端モ [1 引 

ポータブル MD プレーヤーなどのへッドホン 
出力（ステレオ）を接続します。 

⑩ DIGITAL IN 3 (デジタル入力 3) 端モ [14] 

C □プレーヤーや M □プレーヤーなどの光デジ 
タル出力を接続します。 
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各部の名称と働き 



[] 内の数字は、参照ページを示しています。 


〔MA-日OOU後面パネル 


® USB UP (アップボート）端子 [21] 

US 目ケーブルでパソコンの USB 端子と接続 
します。 

⑤ DIGITAL OUT OPT (光デジタル出力）端子 
[14] 

光デジタルケーブルで CD レコーダーや MD 
デッキのデジタル入力端テと接続します。 

(3) DIGITAL IN 1 OPT . 2 OPT (光デジタル 
入力）端モ [14] 

DVD プレーヤーや CS/ 目 S チューナー、 CD 
プレーヤーなどの光デジタル出力端子と接続 
します。 

©ANALOG IN 1(アナ□グ入力）端子 [1 己] 

オーディオ巧のピンコードで MD デッキやビ 
デオデッキなどのライン出力端モ（アナ □ 
グ）と接続します。 

©ANALOG OUT (アナ□グ出力）端子 [1 已] 

MD デッキなどの入力端子（アナ□グ）に接 
続します。 

(6) SUBWOOFER PRE OUT (サブウーファー 
出力）端子 [1 已] 

アンプ内蔵のサブウーファー（アクティブサ 
ブウーファー）の入力端テに接続します。 

(7) SPEAKER (スピーカー)端子 [13] 

スピーカー（左/ち）を接続します。 

⑧ POWER (ま電源）スイッチ [16] 

電源オン/オフを切 D 換えます。 

(を電源コード [16] 

壁コンセントに差し込みます。 
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各部の名称と働き 



[] 内の数字は、参照ページをおしていまず。 


〔 U モコン RC -489 S 


© STANDBY/ON (スタンバイ/電源オン） 
ボタン [16] 

電源のスタンバイ/オン状態を切り換えま 
す。 

(2) INPUT A/T (入力切り換え）ボタン [17] 

入カ ソースを 選びます。 

③ VOLUME (音量調整）ポタン [17] 

▲を巧ずと音量び上びり、▼を巧ずと下び0 
ます。 

(4) ACOUSTIC PRESENCE (アコースティッ 
クプレゼンス）ポタン [19] 

アコースティックプレゼンス（オン/オフ） 
を切0換えます。 

(5) MUTING (= ューテイング）ボタン [18] 

音量を一時的に下げます。 
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スピーカーを接続する 


接続ずる前に 

スピーカーインピーダンスが 4 Q 〜1 6 Q のものをご使用ください。4£2未満のものは使用でをません。 


①スピーカーコードの先のピニール（絶縁体） 
部分を、しん線を残して1日 mm はびしま 
す。 


10mm 



@しん線をよじります。 




感 レバーを はなします。 



ピーカーの 接続図 



を スピーカー 


ごを意 

-プラス （+ ) とマイナス（一）を間違って接 
続したり、左ちのスピーカーを間違えて接続 
しないでください。音青び不自然になりま 
す。 

■ 付属のスピーカーコードの白線の入っている 
方をプラス （+ ) 側に接続してください。 



を険 

+陋 

4 

回路の故障を防ぐため、ス 

/ \| 

ピーカーコー ドのしん線の 

III 


グ 7 が"プラスとマイナスあるいは 

— pi 

〇 

I ' L / R を絶対にシヨー ト させ 


ないで < ださい。 




































































































オーディオ機器を接続する 


くデジタル機器との接続> 


CD レコーダー、 
MD デッキなど 


後面パネル 


前面パネル 



ごま意 

-□に ITALIN 1、 2日 PT 端テおよび DIGITAL 
OUT OPT 端テには、保護用キャップび取り 
付け5れています。接続時は、このキャップ 
を取0がしてください。端子を使用しなし、と 
さは、キャップを必ず元どおりに取り付けて 
<ださい。 



-前面パネルの□に ITAL IN 3端テにはキャッ 
プは付いていません。シャッタータイプです 
ので、フタをそのまま奥へ倒すよラな感じで 
光デジタルケーブルを差し込んでください。 
また、端子の向をにごを意ください。 


DIGITAL IN 3 



-□に ITAL IN 1および2日 PT 端テへ接続する 
のと同様に、前面の□に ITAL IN 3端子にを 
DVD プレーヤーやゲーム機、 CD プレーヤー 
などの光デジタル出力を接続することびでを 
ます。 
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オーディオ機器を接続ずる 


く アナ□グ機器との接続> 


ごを意 


後面パネル 


前面パネル 



■ 音声巧ピンコードは、次のよラに接続してく 
ださい。 

MA-BOOU ANALOG IN 1 
他機音声 L 端子へ L 端子へ 

(白） = CIDm ->. _ y-mCEZH (白） 

(ホ）(ホ） 
他機音声 R 端子へ MA - 已〇 OU ANALOG IN 1 

R 端子へ 


-コードのプラグはしっか〇と奧まで差し込ん 
でください。接続び不完全ですと、雑音や動 
作不良の原因になります。 
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電源を入れる 


接続ずる前に 

電源コード がの、ずべての接続び完了していることを確認してください。 


4 



玲> 

よりよい音で聞いていただくために 

本機の電源コードは極性の管理び 溝の長い方 
されています。 

電源 コー ドの白線 マークの 方を家 
庭用電源コンセントの溝の長い方 
に含わせて差し込んでください。 

家庭用電源コンセントの溝の長さ 
び同じ場合は、どち5を接続して 
ちかまいません。 


白線 マーク 




後面の POWER (主電源）スイッチび日 N の状態 
で工場出荷されていますので、電源コードのプラ 
グを壁のコンセントに差し込むと下記の「電源を 
入れる」の手順2と同じ状態になります。 


1本機の電源コードを壁のコンセントにつ 
なぐ 


とを面パネルの POWER (ま電源）スイッ 
チを ON にずる 

スタンバイ 

STAND 目 Y インジケーターびホく点灯しま 
す。 


〇バソコンを接続しているときは、パソコ 
ンを起動ずる 


4前面バネルまたはリモコンの 

STANDBY/ON (スタンバイ/電源才 
ン）ボタンを巧ず 

スタンパイ 

STANDBY インジケーターび消灯し、表示部 
び点灯します。 


誤動作ずるときは 

本磯はマイク□コンピューターにより高度な機能 
を実現していますび、ごくまれにが部か5の雑音 
や妨害ノイズ、静電気などの影響を受けて誤動作 
するとをびあります。このよラなとさは、電源 
コードを壁コンセントか5—度抜き、日秒!;(上 
たつてか5つなぎなおして < ださい。 
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機器を選んで演奏する 


本化 



- USB UP 端テにケーブルび接続されていない 
場合や接続されていてをパソコンの電源び 
日 FF の場含、 "USB" インジケーターび 
ゆっくり点滅します。 

■ DIGITAL 1 〜 3 についても、それぞれの対応 
する端テにケーブルび接続されていない場合 
や、接続した臟器の電源びオフの場合、イン 
ジケーターびゆっくり点灯します。 

- DIGITAL 1 〜 3 に再生不可能なデジタル信号 
(例えば、ドルビーデジタル信号や DTS 信 
号）び入力された場を、インジケーターびす 
ばやく点滅しまず。この場合、再生されず、 
音は出ません。 



1 INPUTS / ▼ボタンまたはリモコンの 
INPUT ▲/ ▼ボタンを巧して、入カソー 
スを選ぶ 

DIGITAL 1: DIGITAL IN 1 日 PT 端テに接 
続された機器 

DIGITAL 2 : DIGITAL IN 2 日 PT 端テに接 
続された機器 

DIGITAL 3 :前面パネルの D に ITAL IN 3 端 
テに接続された機器 

ANALOG 1: ANALOG IN ] 端テに接続さ 
れた機器 

ANALOG 2 :前面パネルの ANAL 日 G IN 2 

端子に接続された機器 

USB : USB UP 端子に接続されたパソコン 

選んだ入カソースに応じて本機の入カインジ 
ケーターび点灯します。 


と選んだ機器の演奏を始める 


。 VOLUME ツマミまたはリモコンの 
VOLUME ▲/ ▼ボタンで音量を調藝ずる 

VOLUME ツマ S は、ちに回すと音量び上び 
り、左に回すと下びります。 

リモコンの V 日 LUME ボタンは、▲を巧すと 
音量び上がり、▼を巧すと下びります。 
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機器を選んで演奏する 




(音を一時的に消す（ミューティング機能） 



s ユー ティング 
ボタン 


音楽を聞いているときに電話びかかってくるなど 
して、すぐに音をルさくしたいとさに役立ちま 
す。 


MUTING ボタンを巧ず 

V日 LUME の上のインジケーターび点滅し、一時 
的に音量を下げます。 

こ MUTING ： 

,/ V 


をラー度押すと、元の音量に戻0ます。 

ごを意 

スタンバイ状態にすると、次に電源を入れたと 
き、ミューティング機能は解除されています。 


[/ V ッドホンで聞< 





へッドホンのステレオ5ニプラグを 
PHONES 端テに接続ずる 


ごを意 

へッ ドホンを接続ずると、スピーカーか6は音声 
は出力されません。 
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機器を選んで演奏する 



ACOUSTIC PRESENCE (アコーステ イツ クプレゼンス）について 、‘ 


本体 




アコーステ ィツ クプレゼンスとは、音楽の U アル 
な存在感"プレゼンス"を高める効果を持つ、才 
ンキヨー独自の回路です。特にコンパクトサイズ 
のスピーカーでは、オンでご使用されることを推 
奨いたします。 

オンにするとV日 LUME の上のインジケーターび 
オレンジ色か5緑色に変わります。 


[[高音を調壁ずる 



ちに回ずと高音び強め5れ、左に回すと弱められ 
ます。通常は中央に合わせておさます。 
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パソコンを使ラには 




動作環境について ※最新 0S に関する対応情報は、オンキヨーホームぺージをご覧ください。 


Windows 

- USB 規格 1.1 に準拠した USB ダウンポート標準装備の PC/AT 互換機 
ぷ Intel 製 US 目ホストコント□-ラ推奨 
- Windows 白 8/98SE/Me/ 2000 /XP 
-日 4M 目(上の RAM 

Macintosh 

- USB ダウンポート標準装備の Macintosh 
- Mac 0S9.1.0 〜目. 2.2/ 1日.1 . 1〜1日.1.31；(降 

《 Mac 日 S Xへの対応状況は http://www.wavici.net/ にてご確認願います。 

-日 4M 臥 U 上の RAM 

必要動作環境を満たすパソコンであってち、パソコン固有の設計仕様やお客様の使巧環境の違いによ 
0、本製品の動作び正常に巧われない場をびあります。本製品の制限事項や動作確認情報についての 
詳細は http://www.wavio.net/ でご確認ください。 

お使いのパソコンにあわせて設定してください。 

設定び済んだら、音楽 CD などを再生してみて、正しく設定できたか試してみましよラ。 


/ 

、 

バソコン設定の手順 


①パソコンを接続ずる（《^21ぺージ） 


感 パソコンの設定と操作 


Windows をご使用の場合0^22〜27ぺージ） 

Macintosh をご使用の場合（唆28〜30ぺージ） 


L 



ィ S 闆離 a - N 

ドライバとは？ 

パソコンで周辺機器を利巧するために組み込まれるソフトウエアのこと。デバイスドラ 
イバとちいいます。 

デパイスとは？ 

パソコンの周辺機器全般を意味します。 

V _ J 
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パソコンを接続する 




パソコンと USB 接続する 


1 パソコンの電源を入れる 

超動していることを確認してくださし、。 


2 本機の電源コードを壁コンセントに接続ずる 

本機渡面のを電源スイッチ （ POWER ) を日 N にしてくださし、。 


〇 USB ケーブルをパソコンに接続し、もう一ちを本機に接続ずる 

初めて USB ケーブルを接続したとさは、ドライバのインストールび始まります。22ページ、28 
ページをご賣ください。 


付属の US 目ケーブルの A タイプのプラグ （!□) 



US 目ケーブルを抜さ差しずるとさは、スピー 
カーの音量を下げてか5行ってください。 


パソコンに直接接続するよラにしてください。 
また、パソコン側に USB 端テび2つ！;(上あると 
さはどの端テに接続してち構いませんび 、 USB 
ケーブルをつなざ直したときに、再度デバイス 
ドライバを要求される場含びあります。 


4 STANDBY / ON ボタンを巧して本機の電源を入れる 




















ノくソコンの設定をする ( Windows ) 


ドライバのインス 1 ル 



本機をはじめてパソコンに接続する際には、ドライバのインストールび始まります。 


1本機とバソコンの USB 端テを USB ケー 
ブルで接続ずる 

本機を初めてバソコンに接続すると、 
Wind 日 WS び自動的に新しい八ードウェアを認 
識し、必要なドライバソフトウェアをインス 
I -ールする手順に入0ます。画面の指示に 
従ってください。インス!-ールには Windows 
のディスクび必要な場合をありますので、手 
元に用意してください。 


お巧6せ 


Windows 9目 SE の例： 



Windows XP では、ほとんど何もする必要はありません。 


ご注意 

-ドライバは通常自動的にインス!-ールされますび、万ーインス!-ールび進まない場合は、スタンバ 
イ状態にしたあと POWER スイッチを rOFF 」 にして一度本機の電源を切り、]已秒ほど待って再 
度 P 日 WER スイッチを「日 N 」 にしてか 5 STAND 目 Y / 日 N ボタンを巧して電源を入れてください。 
それでちインストールび始ま5ない場含は、なの操作をしてください。 

1. 「マイコンピュータ」をもクリックして「プ□パティー」をクリックずる。 

2. 「デバイスマネージャー J タブをクリックずる。 

3. 更新をクリックずる。 

攻上の手順でインス I -ールび始まりますので、画面の指示に従ってドライバをインス I -ールして 
ください。 

-お客様のパソコンの環境によっては、 US 目ケーブルを接続したパソコンの他の US 目端テに差し誓 
えると、ドライバの再インス!ルを要求されることびあります。この場含は、「キャンセル」 
をク U ックして、ドライバをインス!ル時の US 目端テにつなぎなおすか、手順に従ってもラー 
度ドライバをインス I ルしてください。 
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パソコンの設定をする （ Windows ) 

ドライバのインストールを確認する ' 


必要なドライバをインス I -ールした5、下記の手順でそれび正しくインス I -ールされたことを確認し 
て < ださし、。 


1システムのプ□バティか6デバイスマ 
ネー ジャを開< 

Windows XP : 

「スタート」-「コント□ールバネル」一 
「バフォーマンスとメンテナンス」を開さ、 
コント□ールバネルの「システム」をク IJ ッ 
クします。「システムのプ□バティ」の 
「八ードウエア」タブを還んで「デバイスマ 
ネージャ」をク I 」ックします。 

Windows 2000 : 

「スタート」一「設定」一「コント□ールバ 
ネル」一「システム」を開を、「八ードウエ 
ア」タブを還んで「デバイスマネージャ」を 
ク IJ ックします。 

Windows Me : 

「スタート」一「設定」一「コント□ールバ 
ネル」一「システム」を開を、「デバイスマ 
ネージャ」タブを選択します。 

Windows 98/98 SE : 

「スタート」一「設定」一「コント□ールバ 
ネル」一「システム」を開を、「デバイスマ 
ネージヤ」タブを選巧します。 


Windows XP の場合： 


デ"イスマネ-'八 巳固因 


ファイルの巧な曲ま示がヘルプ(ぶ 

> "►因面資度型巧巧化 

B i$ CU-HIJZ 白 CPUAAR3 
1+1 ^ DVD/CD-ROM ドライブ 
+ a IDE ATA/ATA 門コント日-ラ 
曰 も USB (Universal Serial Bus) 〕ント□■••ラ 

<^»In1el(r> 82801 BA/BAM USB Universal Host Controller - 2442 
USB ルート/、ブ 

_USB 巧含デバイス 

田^ キ—巧'- ド 
田 y 〕 シビ ユ-夕 

日 ♦ サり 'yK ドデオ—もよ T! (ザーム〕ント □ー ラ 

I 々 "が*,の— I 

巧 すーテ ィオ CODEC 
0 ピテオの DEC 
0タディア〕ント□-ルデバイス 
巧 レガシオーディオドライバ 
巧 レガシピテオキザプチザデバイス 


とダイア□グボックスにデバイス名びあることを確認する 

サウンド、ビデオ、およびゲームのコント□-ラの下の階層 

• Windows XP : 1]36スピーカー 

• Windows 98/98 SE / Me /2000 : US 日才ーディオデバイス （USB Audio Devices ) 

US 己（ユニパーサルシ u アルバス）コント□-ラの下の階層 

• USBJ レート;(、ブ （ US 己 Root Hub ) 

• USB 複合デバイス (USB Composite Device ) 

ごを意 

お使いのパソコンの仕様やオペレーティングシステムによっては、実際に表示されるデバイスリスト 
び上記の画面と多少異な0ます。 

「 US 巨コント□ーラ」の下に「不明なデバイス」と表示されている場をは、本機から US 巨ケーブルを 
列し、もう一度接続し直してチェックしてください。それでも認識されない場合は、 US 巨ケーブルを 
取0外し、リストから「不明なデバイス」を削除し、 US 目ケーブルををラー度接続します。それでち 
認識されない場含は、パソコンび不安定になっている場合びあるので、パソコンを再起動し、「不明 
なデバイス」を U ストか5削除してか 5 US 目ケーブルを接続し直します。それでちまだ動作しなし、場 
合はパソコン側に問題げある可能性びあるので、パソコンの販売店にご相談ください。 




パソコンの設定をする （ Windows ) 


才ーデイオデ J (イスを確認する 


1 才ーディオデバイスを確認ずるバネルを 
開< 

Windows XP : 

「スタート」一「コント□ールパネル」一 
「サウンド、音声、およびオーディオデバイ 
ス」一「サウンドとオーディオデバイス」を 
ク U ックします。「サウンドとオーディオデ 
バイスのプ□パティ」び開さます。 

Windows 2000 : 

「スタート」一「設定」一「コント□ールパ 
ネル」一「サウンドとマルチ方ディア」をク 
U ックします。 

Windows Me : 

「スタート」一「設定」一「コント□ールパ 
ネル」一「サウンドとマルチ方ディア」をク 
U ックします。 

Windows 98/98 SE : 

「スタート」一「設定」一「コント□ールパネ 
ル」^「マルチ^ディア」をク U ックします。 


ピ「才ーディオ」タブをクリックずる 


Windows XP の場合： 


サウンドとオーディオ 


_ 音量 . サウンド 

すーテイオ 音再 ハードウェア 

音のちち 

の巧定のデバイス也):_ 

I 音量が… J I 詳細試課.- J 

綺音 

夕 巧ミのデバイス里)： 

ち I モ *11 ぷち 

MIDI 音をの 再ち 

巧定のデバイス生)： 

Microsoft GS Wavetable SW Synth v 

L 音量做 … J [ バ'ジョン括施(巨)… ] 


□ 巧ミのデ / W スのみほ用する(ぶ 



確認した5クリックして閉じる 


"イスのブ日ティ 



〇 Windows XP : 

「音の再生」が 「 USB スピーカー」に 
なっていることを確認ずる 
Windows 98/98 SE / Me / 2000 : 
「再生」（もしくは「音の再生」）が 
「 USB オーデイオデバイス」になって 
いることを確認ずる 


4 「0 K 」 をクリックずる 

一 

ごミ主意 

US 目ケーブルを接続してすぐに「オーディオ」 
ウィンドウを開くと、優先するデバイスび USB 
オーディオデバイスにならないことがあ0ます。 
接続後はしば5く時間をおいてか5ウィンドウを 
開き、確認してください。 US 目ケーブルを接続 
しなおすとさは、「オーデイオ」ウインドウを開 
じてから行ってください。 


Windows 98 SE の場台： 



確認した5クリックして閉じる 
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パソコンの設定をする （ Windows ) 



音楽 CD を再生するための設定をする 


本機を接続した状態で、 


1「マルチメディアのプ□パティ」画面 
(ちしくは 「 DVD / CD - ROM ドライブ 
のプ□パティ画面」）を開く 

Windows XP : 

「スタート」一「コント □- ルパネル 」から 
「システム」アイコンをク U ックし、システ 
ムのプ□パティの「八 ー ドウェア」 タブー 
「デバイスマネージャ」ボタンをクリックし 
ます。 DVD / CD-R 日 M ドライブのリストから 
使巧する DVD / CD-R 日 M ドライブを選択（ダ 
ブルクリック）して開き、「プ□パティ」夕 
ブをク U ックします。 

Windows 2000 : 

「スターり 一「設定」一「コント □— ルパネ 
ル」一「システム」を開さ、「ハードウェア」 
タブを選んで「デバイスマネージャ」ボタンを 
クリックします。 DVD / CD-R 日 M ドライブの 
リストか5イま用する DVD / CD-ROM ドライブ 
を選択（ダブルク U ック）して開さ、「プ n 
パティ」タブをク U ックします。 

Windows Me : 

「スタート」一「設定」一「コント □- ルパ 
ネル」一「システム」を開き、「デバイスマ 
ネージャ」タブを選択します。 DVD / CD - 
ROM ドライブのリストがら使用する DVD / 
CD-R 日 M ドライブを選択（ダブルクリッ 
ク）して開き、「プ□パティ」タブをクリッ 
クします。 

Windows 日8/日扫 SE : 

「スタート」一「設赴 ーロント □- ルパネ 
ル」を選んで、「マルチ^ディア」を開を、 
「スレチ六ディアのプ□パティ」ウインドウで 
「音楽 COI タブを選択します。 


Windows XP の場合： 


TOSHIBA DVD-ROM SD - M 1 402のブ□パティ 


をおブ□バティ DVD 化巧ボリュ-ムドライ" 
弁 ここでは音装 CD の再を方生を i さミします。 
CD ブレーヤーの音量に） 
fS. _ 


?ナロ。邸觸®茂織鶴遵 I 鶏を 


巧細こし口微、 


口■この CI > R 0 M デバイスでデジタル音楽 CD をほ巧巧封こするの 


0 K ] 1キザンむレ 


2 


ごを意 

お使いの CD - R 日 M ドライブびデジタル出力に対 
応していないときは、「この CD - R 日 M デバイス 
で ...... 」にチェックマークを入れられません。ま 

た、「この CD - R 日 M デバイスで ...... 」にチェック 

マークを入れ5れないとさは、 US 巨ケーブルの 
接続をちラー度確認してください。 


ご！「この CD - ROM デバイスで ...... 」に 

チェックマークを入れる 


〇 roKj をクリックずる 








パソコンの設定をする （ Windows ) 


Windows に付属のプレーヤーについて 


ウィンドウズ メディア ブ レーヤー 

■ Windows Media Player 

CD 、 MP 3、 WAV 、 WMA などを再生（ま 
たは録音）することびでさます。 

詳しくは、 Windows 付属のドキュメントま 
たはヘルプを参照ください。 



Windows XP の場合： 


■ CD プレ ー ヤ ー Windows 2000 の場ち： 

CD を再生することびでさます。 

詳しくは、 Windows 付属のドキュメントま 
たはヘルプを参照ください。 



Windows XP : 

「スタート」一「すべてのプ□グラム」一「アクセサ U 」 一「エンターテイ方ント」一 
[Windows Media Player 」 

Windows 2000 : 

「スタート」一「プ□グラム」一「アクセヴ U 」 一「エンターテイ方ント」一に D プレーヤー」 
もしくは 「Windows Media Player 」 

Windows Me : 

「スタート」一「プ□グラム」一「アクセヴ U 」 一「エンターテイメント」一 [Windows Media 
Player 」 

Windows 98/98SE : 

「スタート」一「プ□グラム」一「アクセヴ U 」 一「エンターテイ方ント」一 「 CD プレーヤー」 
もしくは 「Windows Media Player 」 
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パソコンの設定をする （ Windows ) 



ボリュームコント □ ール（再生ミキヴー ） の使い方 


ボ u ュームコント□ールパネルを表示します。 

お使いの PC 環境によっては、「ミキサーコント n — ル」、「スピーカー」等の名前の場合もあります。 


Windows XP : 

「スタート」一「すべてのプ□グラム」一「アクセヴ U 」 一「エンターテイ方ント」一「ボリュー 
ムコント □- ル」 

Windows 98/98SE/Me/2000 : 

「スタート」一「プ□グラム」一「アクセサリ」一「エンターテイメント」一「ボ U ュームコン 
卜□-ル」 


Windows XP の場合： 



オプションのヘルブ(ぶ 



スピーカー 

WAVE 

SW シンセサイザ 

CD プレー 


バランス： 



バランふ 

バラ从 

バラン又 

© — 

- 

J 

4 

心 ； ^ 

9/ J 4 

心卜 4 


音量： 



音量： 

音を 

音量： 

(D — 






」 

(D —— 

■□をミ: 


□ミ: L-K 凹） 

□ミ： 1-KM) 

□ミユ-卜 (M) 


I USB スピーカー 


①バランス 

左ちの出カバランスを変更します。 

©音量スライダー 

音量を調整します。 

感 S ュート 

再生中の音青を消します。 





パソコンの設定をする ( Macintosh ) 


インス!ルの確認 

本機を接続した後、マツキントツシユび本機を正しく認識するかどうかを下記の手順で確認します。 

1アップルメニューか日 「 Apple システム•プ□フイール」を還ぶ 


d 「デパ’イスとボリューム」タブをクリックずる 


d も記のように USB デバイスとして 
「 Burr - Brown Japan PCM 2702」 

がリストにあることを確認ずる 

一 

ごミ主意 

-表示びない場含は、スタンバイ状態にしたあ 
と P 日 WER スイッチを rOFF」 にして一度本 
磯の電源を切り、1曰秒ほど待って再度 
P 日 WER スイッチを 「日 N 」 にしてか5 
STAND 目 Y/ 日 N ボタンを押して電源を入れて 
< ださい。 

-設定やシステムのバージョンび異なると、お 
使いのマッキントッシュに表示されるデバイ 
ス U ストび上記のリストとは異なる場含びあ 
0ます。 


Mac OS 9.0.4 
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パソコンの設定をする （ Macintosh ) 



us 巨経由でマツキントッシュか5オーディオを出力するには、下記の手順でオーディオ出力を設定し 
ます。 


1 「サウンド」コント□-ルパネルを開く 

Mac OS 9.0.4 

こ 「出力」を選択し、も記のように r サウ 
ンド出力装置の選択」び r 内励に設定 
されていることを確認ずる 


再生中の音声を消したいとさは、この 
チェックボックスにチェックを入れます。 



Mac OS 9.1 



〇 AIFF フアイルなどを再生して、本 機 か 再生中の音声を消したいときは、この 

6 サウンドが正しく出力されているかを チ :!: ックボックスにチ I ックを入れまず。 

確認ずる 


ごを意 

-設定やシステムび異なると、お使いのマッキ 
ントッシュに表示されるデバイスリストが上 
記の U ストとは異なる場合があ0ます。 

-サウンドび聞こえない場含は、本機か 5US 目 
ケーブルを外し、ちラー度接続し直してか5 
チェックしてみてください。 





US 日経由でプラチナサウンドを聞くには、下記の手順に従ってください。手順に正しく従わないと、 
プラチナサウンドび正常に動作しないことがあ0ます。 


1本機をマッキントッシュの USB 端モか S 
がず 


d 「アピアランス」コント□-ルパネルを 
開ける 


〇「サウンド」タブをクリックし、も記の 
ように「サウンドトラック」を設定ずる 


4本機をちう一度マツキントッシュの 
USB 端テに接続ずる 


5「サウンドトラック」を「プラチナサウ 
ンド」に設定ずる 


ら「アピアランス」コント□-ルバネルを 
閉じる 


Mac OS 9.0.4 
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付属の CD - ROM を使ってみる 


付属のインス1ル CD - ROM を開封される前に 


本製品に含まれているソフトウェアを開封される前に必ずお読みください。 

本製品に含まれているソフトウェアを開封されると、本契約の内容を承諾したことになります。本契約の内容に同意でを 

ない場合は、ソフトウェアのセットアップ（インス!ル）を行わないでください。 

使用許諾契約書 

本使用許諾契約書（政下、本契約書）は、オンキヨー株式含社（な下、弊社）び提供するソフトウェアと、それに付属す 

るマニュアルなどの印刷された資料に関する使用条件を定めるものです。 

第1を淀孰 

1. 体ソフトウェア」とは、本契約書とともに提供されるソフトウェア（製品名 「 Carry 加 Music 」 ライセンス数 1) 、 
フオント、チュート U アルファイル、ヘルプファイルなどの使用ち法を説明したデータなどデジタル情報の一部または 
全部を指します。なお、本ソフトウェアに含まれる第兰者の著作権に関してち、本契約書び適用されます。 

2. 「関連資料」とは、本契約書ととちに提供されるマニュアルなどの印刷された資料を指します。 

3. 「お客様」とは、本契約ととわに提供された本ソフトウェアを含む製品を購入し本契約書に同意いただいた個人また 
は法人を指します。 

第2条（使用を件） 

1. お客様は、本ソフトウェアを]台のコンピュータにセットアップ（インス!-ール）してご利用いただけます。 

2. お客様のラち特定のただ一人び使用するコンピュータび複数ある場合には、本ソフトウェアを同時に使用しないとい 
ラ条件の下、特定の個人ただ一人び使用するコンピュータに限り複数セットアップすることびでをます。 

3. 本契約書は、本ソフトウェアの不具合修正などの目的で改訂したソフトウェアに巧しても適用されるものとします。 
ただし、改訂されたソフトウェアと改訂前のソフトウェアは同一のコンピュータにセットアップされている場合に限 
0ます。 

第3を（制限） 

お客樹ま、下記の項目を行うことはできません。 

1. 本契約書に定めのない、複数コンピュータのセットアップ（インストール）または複製（コピー）。 

2. 関連資料の複製（コピー）。 

3. 本ソフトウェアに含まれるプ□グラムの改変またはカスタマイズ、 U バースエンジニアリング。 

4. 本ソフトウェアの第^者への再配な、再使用許諾。 

己.本ソフトウェア（複製物を含む）の貸与（レンタル）、疑似レンタル、中古品としての販売、譲渡。 

扛本ソフトウェアをネットワークコンピュータやサーバーから第王者び複製またはダウン□ー ドでさる巧態にしておく 
こと。 

前項までの規定は、本ソフトウェアを改訂した製品をご購入した場合にわ継続して適用されます。 

第4ま（保証範囲） 

1. 弊社は、本ソフトウェアまたは関連製品に物理的な瑕疵びある場合、お客様びご購入樓30曰間に限り、弊社の判断に 
基づき交換いたします。ただし、地震、火災などの天災もしくは戦争による破損、または、お客様のご購入後の故 
意、過失、誤った使用によって生じた破損についてはこの限りではありません。 

2. 弊社は、本ソフトウ I アの機能びお客様の使用目的と適合することを保話するものではありません。弊社は、本製品 
の物理的瑕疵について保証するわのであり、本ソフトウェアまたは関連資料の使用または使用不能から生ずる直接的 
または間接的被善については一切責任を負いません。 

3. 弊社は、本ソフトウェアを使ってお客様びおこなったいかなる行為についてを、その責任を負いません。 

第5を（期間） 

1. 本契約は、本契約び成立した時点、すなわち本ソフトウェアをセットアップ（インストール）した時点に始まり、お 
客様び本ソフトウェアの使用を停止するまで有効とします。お客様は、本ソフトウェアの使用を停止した時点で、本 
ソフトウェアおよび関連資料の一切を破棄するをのとします。 

2. お客様び本契約書に違反した場合は、本契約を解除してお客様の本ソフトウェアの使用を停止させることびでをま 
す。弊社び、本ソフトウェアの停止を通知した場合には、お客様は速やかに本ソフトウ I アおよび関連製品の一切を 
お客様の費用負担で弊社に返却するわのとします。 

第巨を（一般ま頂） 

本契約書に関して生じた紛争については、大阪地方裁判所を第一審の管轄裁判所とします。 




付属の CD - ROM を使ってみる 


デジタルオーデイオソフト 「CarryOn Music (キヤリオン•ミュージック) 
体験版 for Windows 」 


MA- 已〇日 U を Windows 環境でご利巧の場合、この度当社から初めて発売するデジタルオーディオソフ 
卜 「Carry 日 n Music (キャ U オン•ミュージック） for Windows] を試用体験することびできます。 
使い方は Carry 日 n Music をインスIルしてオンラインヘルプをご参照ください。 

また、このソフトウエアの製品版の詳しい内容や購入方法については、 http://www.wa\/io.net/ をご 
覽< ださい。 


■ 体験版の制限事項 

1. MP3 形式での録音（エンコード）2日巧 
まで。 

2. 試用期間3日日間。 

3. CD-R/RW ライティング機能はあ0ませ 
ん>。 

4. LINE パネルか5取り込んだデータおよび 
編集結果は保を （SAVE) されません。 


-音楽ファイルの理を手軽に行える統合デジタ 
ルオーディオソフト 

簡単操作で、音楽 CD か5、話題の MP3 ファ 
イルびダイレクトに作成でさるだけでな<、 
WAV-WMA への エンコードにわ対応。高 
速-高音質の MP 3 圧縮エンジンの搭載によ 
0、通常の録音時間より短い時間で変換でき 
ます。 

-録音した巧は、ミュージックライブラリ機能 
で一括管理。 1 U 前か5持っていた音楽ファイ 
ルも、これか5はスマートに管理 

プレイリスト機能を使えば、好みの®順で聞 
けるだけでなく、アーティスト別•アルバム 
別などに登録して、その曰の気分で聞き分け 
ることも可能です。 



- CDDB 2 ( CD 情報データベース）にも対応 


インターネットにアクセスでさる環境げあれ 
ば、音楽 CD のタイトル情報を検索-取得で 
さます。ちちろん、入力は日本語でも英語で 
わ可能です。 
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付属の CD - ROM を使ってみる 



MP 3 (MPEG Audio Layers ) ファイルとは？ 

音楽ファイルの圧縮フォーマツトのひとつ。 

Windows の代表的な音楽ファイル形式 WAVE などと比較すると、ファイル容量び1/I0 
程度に圧縮され、音質の冀化びかないのび特長といわれています。 

WAV ファイルとは？ 

Windows で標準的な音楽ファイルの形式。 WAVE ファイルと同じ。 

音青データをヴンプ U ングして、パソコン用のデータとして保なしたファイルのことで 
す。 

WMA (Windows Media Audio ) ファイルとは？ 

Micr 日 s 日 ft 社び開発した音楽ファイルの圧縮フォーマツトのひとつ。 

音楽 CD 並みの音質と、デジタル著作権を主張でさることが特長になっています。 

V _ J 
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故障かな？と思った 5 


US 巨マルチ方ディアアンプび正常に動作しないときは、この表を参考にしてお調べください。これ5 
の処理をしても直5ないとを、これ政外の症状のときは、電源コードをコンセントか5抜いて「お名 
前」「おところ」「電話番号」「製品名 （MA- 已日日 U) 」「故障状況」をできるだけ詳しくお買い上 
げいただいたお店、または当社サービスステーションまでご連絡ください。 


症が 

原因 

処置 

電源が入らない。 

-電源コードびコンセントか 
らおけている。 

-電源コードをコンセントに差し込んで<ださい。 

(降16ページ） 


• が部ノイズび本体内部のマ 
イコンに影響した。 

-電源プラグを一度コンセントから振を、曰秒政上たつ 
てから再度コンセントに差し込んでください。 


. 後面の POWER (主電源） 
スイッチび曰 FF (オフ）に 
なっている。 

•ON (オン）にしてくださし、。（降] 6ページ） 

電源は入るび、音び出 
ない。 

• 音量び下びっている。 

• V 曰 LUME つまみで音量を調整してください。 
(降17ページ） 


. ミューティング機能びはた 
らいている。 

• リモコンの MUTING ボタンを押してミューテイング 
機能を解除してください。（腔'18ページ） 


• ピンコードやスピーカー 
コードの接続び正し<な 
し、。 

-ちラー度接続してください。プラグやコード類はしつ 
かりと接続してください。知14、1己ぺージ） 


• マイコンび誤動作してい 
る。 

-電源プラグを一度コンセントから抜き、已抄 ULL たつ 
てから再度コンセントに差し込んでください。 


-再生している機器び入力 
ソースとして選ばれていな 
し、。 

-入カソースを再生している機器にしてください。 

(降17ページ） 


• へッドホンび接続されてい 
る。 

-へッドホンをはずしてください。（降] 8ページ） 

リモコン操作びできな 
い。 

• U モコンに電池び入ってい 
ない。 

-乾電池を新しく入れてください。9ページ） 


• 電池の寿命びな<なってい 
る 

-新しい乾電池と交換してください。（腔'日ページ） 


-1」モコン受光部び障善物で 
ふさがれている。 

. 障善物を取り除いてください。 
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故障かな？と思った 5 


症が 

原因 

処置 

デジタル出力びが部機 
器に入力されない。 

-が部機器との接続に問題 
びある。 

-外部機器と確実に接続されているかどラかお確かめく 
ださい。外部機器に問題びない場含はケープルをお確 
かめください。 0^14、 ] 日ページ） 

雑音び多い。 

-テレビなど強い磁気を帯び 
たちのの近くに置いてい 
る。 

-を入出力端子の接続び不完 
全。 

-テレビなどから十分に離して置いてください。 

-確実に接続してください。（>^14、1己ページ） 


US 己接続したとき 


症が 

原因 

処置 

パソコンび機器を認識 
しない。 

-接続び不完全。 

-「パソコンを接続する」を参照 （2] ページ）して、 
US 巨ケープルを通じて本機をパソ]ンに確実に接続 
して < ださい。 


• 接続している A プに問題 
びある。 

• パソコンの US 己ポートに直接接続することをお勧め 
しますび、八プを経由して接続する場合は、八ブび動 
作しているかどラかを八プの取扱説明書にしたびって 
確認してください。 


-デバイスの一部を認識し 
ない。 

• US 日ケープルを损を、]已砂ほど待って再接続してみ 
てください。システムび不安定になっている場合は再 
起動を試してください。 

音声び出ない。 

• S ュートされている 

.( Windows ) ボ U ューム]ント□-ルを開き、 

S ュートのチェックをはずしてください。 

(»^27ぺージ） 

( Macintosh ) コント□-ルパネルの「サウンド」 

を開いて、消音のチェックをはずしてください。 

0^29ページ) 


-出カレベルびかさい 

.( Windows ) ボリュームコント□-ルを開き、ボ 
リュームを調整してください。（》^27ページ） 
( Macintosh )] ント□-ルパネルの「サウンド」 
から「スピーカ」を開いてバランスを調整してくださ 
し、。 


-他の音声出カデバイスび 
使用されている。 

.( Windows ) 才ーデイオデバイスを確認してくだ 
さい。（降24ページ） 

( Macintosh ) デバイスを確認してください。 

0^28ページ) 

左ちの音量バランスがか 
たよつている。 

-バランスび中央に設定され 
ていない。 

• ボ1」ュームコントロールを開さ、バランスを調整し 
てください。（^27、2日ページ） 
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故障かな？と思った! 5 


症が 

原因 

処置 

CD - ROM ドライブか日 
の音声び出力されない。 

. CD - ROM ドライプびデジ 
タル音声出力に対応して 
いない。 

. システムび CD - ROM ドライプからのデジタル音声ス 
卜 U - ムに対応していない場合、 US 日経由では CD - 
R 曰 M ドライプから出力された音声は出力されませ 
ん。このような場合は、 CD - ROM ドライプの音声出 
力（ヘッドホン出力等）をライン入力に接続し、音量 
を適当な値に調節してください。 

ゲームの BGM び出力さ 
れない。 

• 巨 GM に CD 出力び使用され 
ている。 

-上記の 「 CD - ROM ドライブからの音声び出力されな 
し、」の項目を参照してください。 

音び途切れる。 

-音声出力、入力中に負荷の 
かかる作業を行っている。 

- CPU に負担のかかる作業は控えて < ださい。 


-音声出力、入力中に他の 
US 日機器を掠を差しした。 

. 音声の再生中に他の US 己機器を振を差しすると、音 
声び途切れることびあります。 


• CPU の処理び再生に追い 
ついていない。 

- CPU び推奨スペックを満たしていない場をは、期待 
した性能を発揮できない場合びあります。また 、 CPU 
び推契スペックを満たしている場含でも、 CPU び非 
常に高負荷の状態である場合には音び途切れることび 
あります。この場合は、他のアプ U ケーションをすべ 
て終了させて < ださい。 

• 「システムのプ□パティ」から「デバイスマネー 
ジャ」を開き、ディスクドライブの中から音楽ファイ 
ルを保存している A - ドディスクと CD - R 日 M ドライ 
プをダブルク U ックしてプ□パティを表示し、設定夕 
プをク1」ックして、オプションの DMA チェックボッ 
クスにチェックを入れて<ださい。 


• DVD 再生時、グラフィック 
力ードのノ、ードウェア再生 
支援機能を持っている PC 
で、機能び動作していな 
い。 

- DVD プレーヤーソフト側で八ードウェア再生支援機 
能を有効にして < ださい。 


本機はマイク□コンピューターにより高度な機能を実現していますび、ごくまれにが部か5の雑音や巧害ノイズ、ま 
た静電気の影響によって誤動作する場合びあります。そのよラなときは、スタンバイ状態にしたあと POWER スイッ 
チを 「 OFF 」 にして一度本機の電源を切り、 ] 已抄ほど待って再度 POWER スイッチを 「 ON 」 にしてから 
STAND 日 Y / 曰 N ボタン封甲して電源を入れてください。 

製品の故障により、正常に録音ができなかったことによって生じた損害に□のレンタル料等）につい 
ては保証対象になりませんので、大事な録音をされるとをには、あ5かじめ正しく録音でをることを 
確認の上、録音を巧ってください。 

《マイコンの U セットについて 

本機の POWER (主電源）スイッチを日 FF にして再度日 N にすると、初期化されると同時にスタン 
バイ状態にな0ます。 
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定格出力1 kHz : 1已 W + 1已 W (ANALOG 1 -SP OUT 4Q (EIAJ)) 

全高調波ひずみ率： 0.20/〇 (ANALOG 1 -SP OUT 401 kHz 己 W 出力時） 

入力感度/インピーダンス：1已 OmV/ 已 OkQ (ANALOG IN1) 

7已 mV/ 已 OkQ (ANALOG IN 2) 

定格出力/インピーダンス： 200 mV/2 .巳 kQ (ANALOG OUT) 

周波数特性： 20〜 20kHz/ + 3祀 (ANALOG IN 1 -SP OUT 4£21W 出力時) 

SN 比 

( IHF - A 、 入カショート）： 100 dB (ANALOG IN 1- SP OUT 40) 

卜ーンコント□-ル： +S/- 巨 dB (TRE 日 LElOkHz) 

アコースティツクプレゼンス： +7clB 旧吕 Hz) 

ミユーティング： 一6 已 dB 

電源： AC100V、 已0/已 OHz 

ミ肖費電力： 25W (電気用品安全法巧術基準） 

待機電力： 6W 

列おづ■ミ去川畐 X 高さ X 奥: 110 X 24 己 X 2 己已 mm 

質量： 3.3k 呂 

性能および外観は、性能向上のため予告なしに変更することびあります。 
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修理について 


■ 保註書 

この製品には保証書を別違添付していますので、 
お買い上げの際にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただ 
さ、大切に保管してください。 

保証期間はお買い上げ曰よ01年間です。 


■ 調子が悪いとさは 

意外な操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書をわラー度よくお読みいただき、 
お調べください。本機政外の原因わ考え5れま 
す。ご使巧の他のオーディオ製品ちあわせてお調 
ベください。それでちなお異常のあるとさは、た 
だちに電源プラグを抜いてか5、修理を依頼して 
<ださい。 


■ 保証期間中の修理は 

万一、故障や異常が生じたとさは商品と保証書をご 
持参ご提示のラえ、お買い上げの販売店または、当 
社サービスステーシヨンにご依頼 < ださい。 

詳細は保証書をご覧<ださい。 


■ 修理を依頼されるとさは 

「おところ」「お名前」「電話番号」「製品名 
(MA- 己日日 U)」 「故障または異常の内容」をでき 
るだけ詳しく、お買い上げ店または当社サービス 
ステーションまでご連絡ください。 

■ 保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店または当社サービスステーションに 
ご相談ください。修理によって機能び維持できる 
場合はお客様のご要望により有料修理致します。 

■ 補修用性能部品の保有期間について 

当社では本機の補修用性能部品を製造打ち切0後 
最低8年間保有しています。この期間は経済産業 
省の指導によるちのです。性能部品とはその製品 
の機能を維持するために必要な部品です。保有期 
間経過後でち、故障箇所によっては修理巧能の場 
含びあ0ますので、お買い上げ店または当社ヴー 
ビスステーションにご相談ください。 
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オンキヨーご 相談窓□- f 録を窓 □のご 案内 


オンキヨー製品についてのご購入相談はお近くの販売店へ、修理については、お買いボめの販売店へご依頼ください。 
万一お困りの場合には、下記の窓□へご相談くださるようお願いいたします。 


お客様 
ご相談窓 □ 


カスタ7—センター 


受付9:30〜17:30仕日祝、興社休日除く） 
■カタ□グのご請巧、製品についてのご相談 
*e-m3il : 


*TEL. 


ホームシアタ ー/ 才ーディオ製品 一 customer@onkyo.co.jp 
マルチメディア製品 一 mmcadmin@onkyo.co.jp 

ナビダイヤル0570 - 01- 8111 (全国どこか6でも市内料金で通話いただけます） 
または072 -831-811U 携帯電話、 PHS か 6) へどうぞ。 


*FAX. : 072 -831-8124 
* はがき：〒日72 - 8540 

大阪府寝屋川市曰新町 2—1 

オンキヨー株式会社カスタマーセンター巧 


オンキヨー製品情報、ユーザー登録ホームぺージへ — http://www.onkyo.co.jp 


快適なオーティオライフをお手伝い。ネ 


修理窓日 


修理のご依頼は、取巧説明書の r 困ったときは」、け阅 


asm 

障かな？と思二 


http://www.e-onkyo.com 


と思ったときは J または r 故障？と思ったときは J の項目をご確認のうえ 


ご依巧ください。起居されたり、贈物でいただいたもののが障で、お困りの場合は、下記へご巧設ください。 


j 施道化区 

巧奈川地区 

札幌サービスステーション 

TELOn -747-6612 FAX Oil ■ 747 ■ 6619 
干001 -0028 札幌市化区化2 8乗西 5-1- 28 卜ーシン化28乗ビル 

横おサービスステーシヨン 

TEL 045-322-9342 FAX 045-312-6603 
干220 -0072 横お市西区法間町 1-1 3共なビル已 F 

青な-岩手•宮城-巧田-山お-福島地区 

岐阜■静岡-愛知- H 重地区 

仙台サービスステーション 

TEL 022 -297-01 77 FAX 022 ■ 257 ■ 7330 
干984-0051仙台市若林区新寺4 -9-5 第二丸昌ビル1 F 

をち屋サービスステーシヨン 

TEL 052-772-1229 FAX 052 -772- 1331 
干46日-0013名古屋市名東区な □ 1 T 目1001番 

栃木-群 馬-埼 玉* 新谓地区 

富山-石 jll ■福井■お賀■京都■大阪•兵庫•宗良-和歌山地区 

大宜サービスステーション 

TEL 048 -651 -8612 FAX 048 - 651 - 9137 
干330 -0034 さいたま市；!ヒ区±呂町 2-17-3 グランドステータス±呂1 F 

大阪サービスセンター 

TEL 072 -831 -8080 FAX 072 - 831 - 8124 
干572 -8540 大阪巧寝屋川市日巧の2 — 1 

干萬-巧城地区 

鳥取•島根•岡山•広島-山 n (下関を除く）地区 

干票サービスステーション 

TEL 043 -296-3915 FAX 043-273 - 6444 
干262 -0033 千票県千票市花見川区幕お本郷5 T 目2番11号 

広島ヴービスステーシヨン 

TEL 082-2 目 2-3315 FAX 082 - 262 - 6571 
干732 -0057 広島市東区二票の里 2-8-28 

東京 (23 区)地区 

徳島.香"1.愛媛.高知地区 

東まサービスセンター 

TEL 03 -3861 -8121 FAX 03 - 3861 - 8124 
干111 -0054 まま都台ま区鳥越1 - 2 - 3 A マスエビル 

高松サービスステーシヨン 

TEL 087-868-5 B 62 FAX 087-868-5672 
干 7 B 0-0079 高お市松縄町 44-8 西原ビル 1 F 

東京 (23 区を除く）-山梨-長お地区 

山□(下関）•福岡•化質■長崎-熊本■大分■直崎-鹿巧島-沖縄地区 

ノ V 王子ヴービスステーション 

TEL 0426 -32-8030 FAX 0426 ■ 36 ■ 9312 
干 132-0914 東京都八王子市片含町358蚕化 

福岡ヴービスステーシヨン 

TEL 092-418-1357 FAX 092 -418- 1358 
干 812-0006 福岡市博を区上牟田 3-8- 19みなみビル202 

オン キヨーサービス 認定店（オン キヨー 製品の修理を委託している サービス 認定ちでず。） 

詩岡ヴービス認定店 

TE し0543 -46 ■巨已02 FAX 0543-46-709 1 
干 424-0063 静岡県清水市能島1 7 1-15 

高巧ヴービス認定店 

TEL 0 8 8-883-5642 FAX 088 -8 83 -9 8 51 
〒フ 80-0056 高な]県高巧市化本町 3- 1 0-39 

北陸サービス認定店 

TEL 077巨 -27-1 8巨8 FAX 077巨 -2 7-1 768 
〒目 10-000 1 福井県福井市大願寺3 -5-9 

能本サービス認定店 

TEL 0 9 6-3 64-1 475 FAX 0 9 6-3 64-1 475 
干86吕 -0970 熊本県熊本市ミ度鹿 7-15-1 8 

岡山サービス認定店 

TEL 08巨 -274-5840 FAX 0 8巨 ■ 2 74- 5 840 
干 703-82 7 1 岡山県岡山巿円山13 

沖縄サービス認定店 

TEL 0 9 8-8 フ6 -9 195 FAX 098-876-9 195 
干9 01 - 2 104沖縄県浦添市当山558番地の8 
キャッスルサイド浦添102号 



2003年4ち現なお客様相談窓□•修理窓□の名称、所在地、電話番号は変きになることびございまずのでご了承ください。 
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ご購入されたとさにご記入ください。 

サービスを依頼されるとさなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年月日 

ご購入店名：_ 

Tel . ( ) _ 

メモ： 


ONKYO. 

Try 丰 3-1 M ! 巧ち社 

本社大阪府寝屋リ I 巿曰新町 2-] 干日 72-8 已40 

製品の故障や修理についてのお問い含わせ先： 

お買い上げのもしくは、 r オンキヨーごホ驗窓 □. イ舰窓□のご案内 J 言靖的 W りのサービスステーションへお申し出くださし、。 
•東京サービスセンター ® 03 (3861) 8121♦大阪サービスセンター巧日72 (831) S 日8日 


[ ONKYO 1 

I HOMEPAGE I 
http://www.onkyo.co.jp/ 
http;//www.wavio.net/ 
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